






業務仕様書 
 

1. 件 名 

対馬列島周辺海域におけるクロマグロ漁場探索に関する委託調査 

 

2. 業務目的 

水産研究・教育機構では、2011 年よりクロマグロ加入量モニタリング調査を実施

している。同調査では、選定されたひき縄モニタリング船（以下モニタリング船）

の漁獲量および放流量は把握できているものの、操業自粛時にはデータが得られな

いために、時空間的なデータの欠損が課題となっている。 

漁業データの欠損による資源評価の不確実性の増大を解決するために、対馬列島

周辺海域で操業するモニタリング船に調査操業を委託することで、操業時期や漁獲

量を制限されない状況での操業情報を取得し、加入量指数の頑健性の向上を図るこ

とを目的とする。 

 

3. 業務の履行期間 

契約締結の日から令和７年３月１７日まで 

 

4. 事業内容 

本業務は、次により実施するものとする。 

 

（１）調査海域 

対馬列島周辺海域 

 

（２）船舶規格・隻数 

ア クロマグロ加入モニタリングシステムを搭載した 10 トン未満の沿岸ひ

き縄船（以下モニタリング船とする）。 

イ ５隻 

 

（３）調査時期・調査回数等 

ア 令和６年１１月１日～令和７年２月２８日の間で１０日間 

イ 調査は、上記の期間において原則として、月に１日以上３日以内の間で

実施すること。 

 

 



（４）調査事項 

ア 操業調査 

イ 調査日誌の作成 

ウ 管理業務 

 

（５）調査の方法 

ア 操業調査 

・クロマグロ 0 歳魚を狙い操業とする通常のひき縄操業を実施すること。 

※1 歳魚（5 kg 以上）のクロマグロを狙うための漁場選定や漁具選定は

行わないこと。 

※調査海域の範囲で通常通り漁場探索・操業を実施する。 

※調査船は、操業中に無線等による漁模様の情報交換を行うことができ

る。 

・クロマグロが漁獲された場合の加入モニタリングシステムを用いて報

告すること。 

※5 kg 未満はクロマグロ（小）、5 kg 以上はクロマグロ（大）とする。 

・調査で漁獲されたクロマグロは、原則全て水揚げするが、漁獲対象サイ

ズでないために放流する場合には、それを調査操業日誌に記載すること。 

・調査時間は通常の出港～帰港の時間とし、原則各調査日において 4 時間

以上の操業を行うこと。 

※天候の悪化、時化などの場合はこの限りでない。 

 

イ 調査日誌の作成 

・調査操業の結果は、調査日誌（別添 1）に毎日記録し、水産資源研究所

へ毎月送付すること。 

 

ウ 管理業務 

・各モニタリング船の調査操業日数を管理すること。 

・モニタリング船の調査日報の管理を行うこと。 

・1.5kg 未満の魚を含め、原則全てのクロマグロ漁獲物を水揚げし、担当

者の指示に従って、水産資源研究所に送付する、もしくは市場にて販

売する。 

・モニタリング船が調査操業で漁獲したクロマグロの販売手続きを行い、

販売手数料を除く売り上げの国庫返納に関連する事務手続きを行う

こと。 

・各モニタリング船の漁獲量および使用した燃油量の記録すること。 



・モニタリング船への調査経費の支払いに関する事務手続きを行うこと。 

・調査に必要な燃料費、用船経費、日当、雑経費および事務経費は、調査

日数に応じて、水産資源研究所へ毎月送付すること。（別添２） 

・日当の額は、漁業者の過去の漁獲実績に基づいた基準に応じた額とす

る。 

※令和６年度については、前年の漁獲実績が利用可能な船については

それを用い、利用可能でない船については別添３に定める２級として

取り扱うこと。 

 

（６）その他 

・調査に必要な漁具（板、カブラ、竿、釣り糸など）は、委託する漁船に装

備されているものを使用し、故障・破損等に伴う交換・修理等の弊所によ

る補償は行わない。 

・モニタリングシステムの故障・破損等は速やかに弊所の担当職員と協議し、

機材交換・修理が行えるようにすること。 

・日報の記載や発送について懸念等がある場合は、担当職員と協議すること。 

 

5. その他 

（１）請負者は、担当職員に事業の進行状況等を定期的に報告するほか、担当職員

の求めに応じて報告を行うものとする。 

（２）担当職員は、業務の進行状況等に関して必要な指示を行えるものとし、請負

者はこの指示に従うものとする。 

（３）請負者は、本業務の遂行により知り得た情報については、契約期間中はもと

より、契約終了後においても外部に漏らしてはならない。 

（４）本仕様書に明示されていない事項で必要な作業が生じたときは、担当職員と

請負者が協議を行うものとする。 



（別添１） 

ひき縄漁業 調査操業日誌（例） 

 

 船 名 〇〇丸 

 操 業 日 
２０２４年ｘｘ月ｘｘ日 
出港時刻：   入港時刻： 

 操業 時間 午前 XX:00～YY:00 

 船 員 数 X 名 

 主な操業海域 

緯度：        経度： 
 
例：厳原港から約 10 マイル沖 

シイラ漬け（有・無） 
潮目   （有・無） 
瀬    （有・無） 

 漁獲尾数（量） 
※放流尾数は含ま

ない。 
 

ヨコワ（5 kg 未満）  ：X 尾 XXX kg 
ヨコワ（5 kg～30 kg） ：Y 尾 XXX kg 
クロマグロ（30kg 以上）：Z 尾 XXX kg 
その他（魚種名：    ）：A 尾 XXX kg 

竿数 X 本 

 漁法（漁具） 

潜航板  ：A 本 
バクダン ：B 本 
飛行機  ：C 本 
 
その他（） 

 その他報告事項 例：13:30 から竿数 4 本（故障のため） 
12：00 入港（時化のため） 
 
クロマグロ放流 xxx 尾（対象サイズ未満のため） 

 

  



（別添２） 

ひき縄漁業 クロマグロ調査操業に関する経費（例） 

A) ○○〇漁協モニタリング船用船費用  

 ＸＸ，ＸＸＸ円×5 隻×10 日＝Ｘ，ＸＸＸ，ＸＸＸ 

 

B) 船長日当 

（ＸＸ，ＸＸＸ円×５隻×10 日）＝ＸＸＸ，ＸＸＸ 

 

C) 燃料費 

ＸＸＸ円（円／Ｌ）×150Ｌ（例）（／日）×10 日×5 隻＝ＸＸＸ，ＸＸＸ 

 

※毎日の調査での実際の燃油使用量から、実費で支出することとしたい。 

 

D) 雑経費 

Ｘ，ＸＸＸ円×5 隻×10 日＝ＸＸＸ，ＸＸＸ 

 

E) ○○漁協調査報告事務経費 

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）×ＸＸ％＝ＸＸＸ，ＸＸＸ 

 

計 Ｘ，ＸＸＸ，ＸＸＸ円 

 

（別添３） 

ひき縄漁業クロマグロ調査操業に関する船長日当表 

調査業務の級 3 級 2 級 1 級 

調査漁獲尾数の区分 ～150 尾 151～300 尾 301 尾以上 

日当 XX,XXX 円 XX,XXX 円 XX,XXX 円 

 

 

 



 

漁獲物販売委託業務仕様書 

 

１．件  名 対馬列島周辺海域におけるクロマグロ漁場探索に関する委託調査のうち漁獲

物販売委託業務 

 

２．業務目的等 本業務は、調査を実施することにより漁獲する漁獲物について、適切に販売す

ることを目的とする。 

 

３．予定水揚げ港 長崎県対馬市阿連港 

 

４．業務期間 自）契約締結日 

至）令和７年 ３月１７日 

 

５．予定水揚げ数量及び主な漁獲物 

予定水揚数量：約 2トン 

主な漁獲物：沿岸くろまぐろ漁業で漁獲した漁獲物（主にマグロ・カツオ類） 

 

６．業務内容 上記５．の漁獲物販売に係る以下の業務を行うこと。 

 

（１）予定する港の水揚げ及び販売に係る必要な手続き、手配に関する事項 

① 漁獲物が適切な価格で販売できるよう、市況及び各市場の情報を収集

し、最適な市場を提案すること。 

② 市場に対して上場日、漁獲物明細等を連絡し、販売方法の調整を図る

こと。 

③ スムーズに市場上場ができるように、市場において必要な手続を行う

こと。 

 

（２）水揚げ及び漁獲物検量の立ち合いに関する事項 

全ての水揚げに立ち会いを求めないが、水産資源研究所の立会いの依

頼については、誠実に対応すること。 

 

（３）販売結果の報告に関する事項 

販売結果については、事前に水産資源研究所と報告方法を調整し、証



拠証票（市場仕切書等）添付して提出すること。 

 

（４）販売代金の水産資源研究所への送金に関する事項 

販売代金は、市場又は販売先から入金後、業務委託手数料分差し引い

た額を水産資源研究所指定の口座に振り込むこと。 

 

７．そ の 他     漁獲物の販売に係わる上記以外の業務が発生した場合は担当職員の指示によ        

るものとする。なお、詳細については、担当職員の指示に従うこと。 


